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海外における地熱の探査事業に対する出資事業
資源エネルギー庁資源・燃料部

政策課

地熱発電の導入拡大には、地熱資源の８割が存在する国立・国定公園を中心

に大規模な地熱発電等の開発加速化が必要です。

一方、国立・国定公園は火山に近く、これまでの国内の地熱開発で培われてきた

技術だけでは、迅速な開発が困難な状況です。このため、複雑な地下構造を正

確に把握する技術や、高温・高圧環境下における掘削技術等の先進技術が必

要となりますが、国内での活用実績が無いことから、こうした技術を効率的に獲得

することができる海外の地熱探査事業への参画が重要です。

このため、大規模地熱開発や熱水を利用しない地熱技術等に不可欠な技術や

ノウハウを効率的に獲得ができ、その知見が国内で有効的に活用されることが見

込まれる海外の地熱探査事業に限定して、地熱探査事業に参画する事業者に

対して石油天然ガス・金属鉱物資源機構（JOGMEC）が出資を行います。

地熱発電は、自然条件によらず安定的な発電が可能なベースロード電源です。

一方、我が国は世界第3位の地熱資源量(2,347万kW)を有していますが、他

の再生可能エネルギーに比べ地下構造の把握や資源探査に係る開発リスク・コ

ストが高いといった課題があることから、地熱発電による発電量は国内全体の総

発電量の1%にも満たない状況です。本事業では、海外の地熱探査事業に参画

し、国内の地熱開発に不可欠な技術やノウハウを獲得することにより、国産のエネ

ルギー源である地熱資源の開発を促進することを目的とします。

成果目標

令和5年から9年までの5年間の事業であり、最終的には獲得した技術・ノウハウを活用

した地熱発電所の実現を目指します。

令和５年度概算要求額 10.0 億円 ( 新規 )
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